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班
長
会
議
の
記
録 

第
８
回 

定
例
班
長
会
議 

11
月
１
日
（土
）…
欠
席
３ 

 

一
、
運
動
会
を
振
り
返
っ
て 

 

 
･･･ 

安
藤
部
長
よ
り 

＊
皆
様
の
お
か
げ
で
大
き
な
ケ
ガ
も
無
く
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

＊
予
算
オ
バ
ー
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
大
量
仕
入
れ
が
出
来
た
こ
と
等
も
あ
り
、
予
算

内
で
収
め
る
こ
と
が
出
来
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

＊
反
省
点
は
、 

・
ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
が
悪
く
西
志
津
地
域
か
ら
ク
レ

ー
ム
が
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

・救
護
係
が
席
に
お
ら
ず
、
転
ん
で
ケ
ガ
を
し
た
方
に
迷

惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

以
上
、
進
行
に
関
す
る
問
題
は
多
々
あ
り
ま
す
が
、
次

回
班
長
さ
ん
に
申
し
送
り
を
し
ま
す
。 

 二
、
子
ど
も
会
バ
ザ
ー
献
品
の
お
願
い 

･･･ 

子
ど
も
会 

渡
辺
会
長
よ
り 

＊
12
月
７
日
に
行
わ
れ
る
町
会
主
催
の
防
災
訓
練
の
時

に
「子
ど
も
会
バ
ザ
ー
」と
、
は
ら
Co

Co
く
ら
ぶ
主
催

の
「餅
つ
き
大
会
」が
あ
り
ま
す
。 

＊
バ
ザ
ー
開
催
の
案
内
と
、
献
品
の
お
願
い
の
回
覧
を
回

し
ま
す
。
バ
ザ
ー
献
品
は
き
れ
い
な
も
の
で
あ
れ
ば

未
使
用
品
で
な
く
て
も
大
丈
夫
で
す
。
（
お
酒
等
や
野

菜
も
可
・献
品
回
収
は
11
月
30
日
〜
12
月
４
日
） 

 三
、
防
災
無
線
設
置
に
つ
い
て 

児
童
公
園
に
防
災
無
線
が
設
置
さ
れ
ま
す
。 

 

＊
平
常
時
は
夕
方
案
内
。
災
害
時
に
は
警
報
等
。
気
象
及

び
台
風
、
大
雨
、
洪
水
、
地
震
、
人
命
救
助
等
の
情
報

案
内
。
又
、
災
害
発
生
に
伴
い
発
生
場
所
、
避
難
命
令

及
び
避
難
誘
導
が
流
れ
ま
す
。 

 

＊
設
置
費
用
（３
０
０
万
円
程
度
）・電
気
代
・維
持
管
理
費

は
不
要
。
設
置
工
事
期
間
は
平
成
21
年
１
月
〜
２
月

末
ま
で
の
予
定
で
す
。 

 
四
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

12
月
７
日
（日
） 

10
時
よ
り
12
時
の
予
定 

内
容
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
消
火
器
を
使
っ
た
訓
練
。
家

族
等
に
急
病
が
出
た
時
の
対
応
法
に
つ
い
て
、
ダ
ミ
ー
人

形
を
使
用
し
て
訓
練
す
る
予
定
で
す
。 

 五
、
新
年
会
に
つ
い
て 

･･･
石
原
部
長
よ
り 

１
月
11
日
（日
）
12
時
よ
り 
原
ト
ピ
ア
に
て 

参
加
費
用 

２
千
円
（子
供
は
無
料
） 

参
加
者
を
12
月
定
例
班
長
会
議
に
て
報
告
の
こ
と
。 

第
９
回 

定
例
班
長
会
議 

12
月
６
日
（土
）…
欠
席
０ 

 

一
、
防
災
訓
練
に
つ
い
て 

（略 

４
ペ
ー
ジ
参
照
） 

 

二
、
新
年
会
に
つ
い
て 

１
月
11
日
（
日
）
12
時
よ

り
原
ト
ピ
ア
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
が
、
班
長
は
10
時
に
集

合
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

受
付
は
副
会
長
３
名
で
11

時
45
分
よ
り
開
始
し
ま
す
。

司
会
進
行
は
萩
庭
さ
ん
、
乾

杯
の
音
頭
は
双
葉
会
の
会
長

さ
ん
に
お
願
い
を
し
ま
し

た
。 尚

、
余
興
と
し
て
踊
り
（
舞
）
・
カ
ラ
オ
ケ
・
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

三
、
次
年
度
役
員
に
つ
い
て 

２
月
の
班
長
会
で
、
次
回
班
長
さ
ん
に
出
席
し
て

も
ら
い
役
員
を
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。 

 

四
、 

町
会
制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

班
に
よ
っ
て
は
10
年
に
一
度
班
長
が
回
っ
て
く
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
世
帯
数
が
あ
っ
て
も
高
齢
化

が
進
み
「
班
長
は
出
来
な
い
」
と
い
う
方
も
増
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
班
長
が
出
来
な
い
の
で
町
会
を
や
め

た
い
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。 

ゴ
ミ
捨
て
場
や
街
灯
の
事
等
も
あ
る
の
で
町
会
は

続
け
て
頂
き
た
い
の
で
、
班
長
の
負
担
を
減
ら
す
工

夫
も
、
今
後
の
検
討
課
題
と
な
り
ま
し
た
。 

  

第
10
回 

定
例
班
長
会
議 

１
月
10
日
（土
）…
欠
席
２ 

 一
、
ゴ
ル
フ
場
下
の
信
号
機
設
置 

な
ど
に
つ
い
て 

 

町
会
長
よ
り
…
８
月
に
計
３
件
の
申
請
を
し
た
が
、
12

月
に
そ
の
進
捗
状
況
の
問
い
合
わ
せ
し
ま
し
た
。 

年
頭
に
あ
た
っ
て 

上
志
津
原
町
会
会
長 

池
田
三
知
子 

 

謹
ん
で
新
春
の 

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

世
界
中
が
大
不
況
と
い
う
中
で

二
〇
〇
九
年
が
明
け
ま
し
た
。

今
年
の
干
支
の
『丑
』に
ち
な 

ん
で
、
一
歩

〱
ゆ
っ
く
り
で
も
景
気
が
回
復
し
て
欲
し

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

平
成
二
十
年
度
は
上
志
津
原
町
会
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
市
民
協
働
事
業

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
「は
ら
Co

Co
く
ら
ぶ
」
も
誕

生
し
そ
の
一
環
と
し
て
、
９
月
よ
り
健
康
増
進
の
た
め

ラ
ジ
オ
体
操
が
上
志
津
原
児
童
公
園
で
始
ま
り
ま
し

た
。
そ
の
他
色
々
な
「部
会
」
や
「グ
ル
ー
プ
」が
設
立
さ

れ
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の

町
が
活
性
化
し
て
い
る
事
を
肌
で
感
じ
る
年
だ
っ
た
様

に
思
い
ま
す
。 

町
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と

密
接
に
連
携
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
上
志
津
原
が
出

来
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 
 

最
後
に
、
町
会
の
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
お
祈
り

し
て
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

 

何
と
な
く 

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し 

元
日
の
朝
晴
れ
て
風
無
し 
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平成21年 
元旦の富士山 

本年も上志津原町会の 
発展を目指して頑張りますので 

宜しくお願い申し上げます 
平成21年元旦 

     上志津原町会  原まちづくり委員会 

（５組班の市道より） 
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以
下
佐
倉
市
か
ら
の
回
答 

①
信
号
機
…
当
該
地
の
車
の
通
行
量
な
ど
を
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
添
え
て
警
察
に
届
け
ま
し
た
。 

②
上
志
津
原
十
字
路
の
渋
滞
問
題 

③
水
道
局
脇
の
歩
道
の
拡
幅 

…
両
者
と
も
県
に
提
出
は
５
月
頃
の
見
込
み
で
す
。 

 

二
、
志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら 

…
宮
武
・
宮

坂
両
氏
が
出
席
、
以
下
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

＊
現
在
中
志
津
地
区
な
ど
と
共
に
、
「
志
津
南
地
区
社

協
」と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
か
ら
「
上

志
津
原
地
区
社
協
」
と
し
て
、
単
独
で
活
動
す
る
方

向
で
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。 

詳
し
く
は
、
福
祉
委
員
か
ら
投
稿
さ
れ
た
記

事
を
ご
覧
下
さ
い
。
（４
頁
） 

＊
社
協
の
主
な
活
動
は
、
お
年
寄
り
の
お
宅
訪
問
・
ひ

な
祭
り
の
昼
食
会
・
森
の
茶
屋
・
敬
老
会
な
ど
で

す
。 

＊
そ
の
他
、
今
後
の
活
動
と
し
て
、
子
供
さ
ん
が
安
心

し
て
遊
べ
る
場
所
の
確
保
や
、
お
母
さ
ん
対
象
の

「子
育
て
相
談
会
」な
ど
も
考
え
て
い
ま
す
。 

 

三
、
防
災
訓
練
の
反
省
に
つ
い
て
（岩
田
副
会
長
よ
り
） 

人
集
め
の
た
め
午
後
に
企
画
し
た
餅
つ
き
大
会
で

し
た
が
、
重
な
っ
た
為
講
習
会
場
か
ら
み
ん
な
そ
ち

ら
に
流
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

消
防
署
の
方
や
、
藤
谷
さ
ん
の
「災
害
時
の
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
」
な
ど
貴
重
な
お
話
を
し
て
下
さ
っ
て
い
る
の

に
数
人
し
か
お
ら
ず
大
変
残
念
で
し
た
。 

今
回
の
反
省
を
次
回
班
長
さ
ん
に
申
送
り
を
し
、

改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

四
、
自
由
討
議
…
「班
構
成
に
つ
い
て
の
問
題
点
」 

西
１
組
＝
現
在
32
〜
33
世
帯
あ
り
、
地
区
が
飛
ん

で
い
て
集
金
や
回
覧
も
車
が
必
要
な
状
態
。 

５
組
＝
11
世
帯
し
か
な
く
班
長
が
す
ぐ
回
っ
て
き
て

し
ま
う
。 

旧
西
２
組
＝
東
西
に
分
割
し
て
２
組
東
と
２
組
西
に

し
た
が
、
再
統
合
出
来
な
い
か
。 

▼
班
長
の
負
担
が
大
き
過
ぎ
る
、
と
い
う
背
景
か
ら
出 

た
意
見
で
、
今
後
班
長
の
仕
事
の
見
直
し
や
、
班
の

区
域
の
見
直
し
も
必
要
と
い
う
話
が
さ
れ
ま
し
た
。 

…
以
上
班
長
会
議
の
議
事
録 

完 

                                          

                                          

                      

                    

 

新年会を終えて 
スポーツ新年会係 石原 美貴子 

 
 毎年恒例の町内新年会が１月11日原ト

ピアにて行われました。今まで一度も町内

新年会に出たことのなかった私が、どのよ

うにして楽しんで頂ければ良いのか？と

頭を悩ます日々でした。 

 案ずるより生むが易しで、参加者、老若

男女 73 名が原トピア全室を使って、会長

の挨拶・田上双葉会会長音頭の乾杯をか

わきりに宴が始まりました。祝盃・黒田武

士の「舞」が華を添え、更にゲームへと盛

り上がると宴もたけなわ、時間を忘れる一

時でした。 

まだ新年会は勿論、町内の行事に参加

したことのない方は次回是非参加してみ

て下さい。私のようにこんなに楽しい町と

実感することうけあいです。 

 末筆ですが、今回ご協力いただいた大

勢の皆様に心からお礼申し上げます。あ

りがとうございました。 
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防
災
訓
練
実
施 

 
 12

月
７
日
（
日
）
午
前
10
時

よ
り
12
時
。
原
ト
ピ
ア
と
児

童
公
園
で
恒
例
の
防
災
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

 

中
志
津
消
防
署
志
津
南
出

張
所
よ
り
４
名
の
講
師
の
方

を
招
い
て
、
防
災
に
つ
い
て
の

講
話
と
消
火
器
を
使
っ
た
初

期
消
火
の
訓
練
と
ダ
ミ
ー
を

使
っ
た
救
急
救
命
方
法
を
し

て
頂
き
参
加
者
交
代
で
、
実

際
に
訓
練
し
て
頂
き
ま
し

た
。 最

後
に
日
赤
奉
仕
団
の
皆
様
よ
り
災
害
時
の
非
常
食

を
配
布
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

来
ら
れ
な
か
っ
た
人
の
た
め
、
当
日
の
訓
練
の
要
旨

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
参
考
に
し
て
下
さ
い
。 

※
初
期
消
火
に
つ
い
て 

Ａ
、
家
庭
で
の
消
火
器
に
は
白
印
（
紙
ゴ
ミ
火
災
用
）
黄

印
（油
火
災
用
）
青
印
（電
気
器
具
火
災
用
）
の
印
の
つ

い
た
加
圧
式
の
消
火
器
が
良
い
と
の
事
。 

Ｂ
、
消
化 

①
火
元
か
ら
６
ｍ
以

上
離
れ
た
所
か

ら
、
ノ
ズ
ル
の
先

端
を
持
っ
て
噴
射

開
始
（
レ
バ
ー
を

押
す
） 

②
噴
射
し
な
が
ら

（消
火
器
を
か 

か
え
て
）火
点
に
近
付
き
完
全
に
消
火
す
る
。 

③
炎
が
天
井
に
付
い
た
ら
初
期
消
火
は
無
理
。
直
ち

に
逃
げ
消
防
署
に
通
報
す
る
。 

Ｃ
、
粉
末
消
火
器
は
一
度
消
え
て
も
再
燃
し
易
い
。
消
え

た
後
に
水
を
か
け
て
温
度
を
下
げ
る
。 

Ｄ
、
古
い
消
火
器
は
い
ざ
と
い
う
時
使
用
で
き
な
い
事
が

あ
り
ま
す
。
点
検
や
更
新
が
必
要
で
す
。 

※
救
急
救
命
方
法 

Ａ
Ｅ
Ｄ
（自
動
体
外
式
除
細
動
器
）使
用 

心
肺
停
止
な
ど
重
篤
な
傷
病
者
が
い
た
時
に
使
用
し
ま

す
。
そ
の
手
順
は
… 

 ①
意
識
の
確
認 

②
大
声
で
人
を
呼
び
、
１
１
９

番
へ
通
報
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
探

し
て
く
る
様
依
頼 

③
気
道
の
確
保
・呼
吸
の
確
認 

④
呼
吸
が
な
け
れ
ば
人
工
呼

吸(

２
回) 

⑤
胸
骨
圧
迫
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

(

30
回) 

⑥
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
来
た
ら
、
音
声
案
内
に
従
っ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
装
着 

⑦
周
り
の
人
を
遠
ざ
け
て
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
ON 

⑧
反
応
が
な
け
れ
ば
心
臓
蘇
生
継
続 

 

注
＝
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
来
る
ま

で
④
⑤
は
反
復
、 

注
＝
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

は
体
重
を
か
け
て
強

く
。
胸
骨
が
折
れ
て

も
心
臓
蘇
生
が
最
優

先
で
す
。 

注
＝
１
歳
以
下
の
乳
幼

児
に
は
使
用
出
来
ま

せ
ん
。 

 

※ 

住
宅
火
災
警
報
器 

こ
の
年
末
年
始
、
住
宅
火
災
に
よ
る
焼

死
者
が
続
出
し
ま
し
た
が
、
火
災
報
知
器

が
設
置
さ
れ
、
作
動
し
て
い
た
ら
助
か
っ

た
命
が
多
々
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま 

す
。
昨
年
６
月
１
日
よ
り
設
置
が
義
務
化
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
未
設
置
家
庭
は
急
ぎ
ま
し
ょ
う
！
。 

設
置
の
場
所
は
、
階
段
の
上
・寝
室
・
台
所
が
効
果
的

だ
そ
う
で
す
。
日
本
検
定
規
格
（Ｎ
Ｓ
）の
製
品
を
ホ
ー 

ム
セ
ン
タ
等
で
５
〜
６
千
円
で
売
っ
て
い
ま
す
。
消
防
署

は
訪
問
販
売
を
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
「消
防
署
か
ら
来

た
」と
い
っ
た
ら
そ
れ
は
ウ
ソ
で
す
。
悪
質
訪
問
販
売
に

注
意
し
て
下
さ
い
。 

         
 

一
九
九
五
年
に
発
生
し
た
阪
神
・淡
路
大
地
震
（兵
庫
県

南
部
地
震
）
で
は
、
被
災
地
へ
全
国
か
ら
一
斉
に
電
話
が
集

中
し
、
１
月
17
日
の
発
生
直
後
か
ら
数
日
間
に
渡
り
通
信

が
混
乱
す
る
事
態
が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

市
民
の
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
、
電
気
・
ガ
ス
・

水
道
・電
話
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
（基
盤
）設
備
の
安
定
的
な

提
供
に
向
け
、
各
事
業
者
は
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
改
善
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
で
は
災

害
時
の
安
否
情
報
な
ど
の
通
信
の
確
保
に
向
け
、
一
九
九

八
年
３
月
31
日
か
ら
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「一
七
一
」

を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

▼
サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

 

大
地
震
の
ほ
か
、
台
風
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
災

害
発
生
に
よ
り
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「一
七
一
」が
運
用
さ
れ
る

場
合
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
広
報
さ
れ

ま
す
。 

 

▼
利
用
上
の
お
願
い 

 

被
災
地
か
ら
の
利
用
を
優
先
と
す
る
た
め
、
提
供
開
始

当
初
は
、
被
災
地
以
外
か
ら
の
利
用
は
制
限
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
（伝
言
の
再
生
は
で
き
る
が
、
録
音
は
制
限

さ
れ
る
） 

 
▼
利
用
可
能
な
電
話
な
ど 

 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
一
般
加
入
電
話
・
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
・
ひ
か
り
電

話
・
主
要
他
事
業
者
の
直
収
電
話
サ
ー
ビ
ス
・
公
衆
電
話
・

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
な
ど
（
詳
細
は
各
々
契
約
電
話
会
社
へ

ご
確
認
下
さ
い
） 

 

▼
伝
言
の
条
件
な
ど 

＊
録
音
時
間
…
１
件
あ
た
り
30
秒
間 

＊
保
存
期
間
…
録
音
後
48
時
間 

＊
伝
言
容
量
…
八
〇
〇
万
件 

▼
ご
利
用
料
金 

 

＊
伝
言
の
録
音
・再
生
時
の
通
話
料
の
み
必
要
で
す
。 

＊
伝
言
蓄
積
な
ど
セ
ン
タ
ー
利
用
料
金
は
無
料
で
す
。 

＊
事
前
の
契
約
や
、
登
録
手
続
き
な
ど
は
不
要
で
す
。 

（災
害
時
に
は
随
時
利
用
可
能
で
す
） 

 

▼
ご
利
用
方
法 

         

※
被
災
者
の
方
が
こ
の
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
録
音
し
て
あ

れ
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
被
災
者
の
安
否
や
状
況
を
知

る
事
が
で
き
る
訳
で
す
。 

 

○
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
録
音
時
間
は
１
件
30
秒
で
す
の
で
、

要
件
を
ま
と
め
て
置
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。 

例
…
○
○
太
郎
で
す
。
私
も
家
族
も
無
事
で
す
。

家
屋
は
倒
壊
し
た
の
で
、
現
在
○
○
市
の
○
○
小

学
校
に
避
難
し
て
い
ま
す
。
救
援
物
資
も
来
て
い

る
の
で
当
分
こ
こ
に
居
ま
す
。
・・・な
ど 

 

○
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
を
利
用
す
る
に
は
、
家
族
や
親
戚
・知

人
友
人
・
会
社
な
ど
と
事
前
に
災
害
時
の
連
絡
方
法

を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

   

○
体
験
利
用
が
可
能
で
す 

 

そ
の
時
期
は
正
月
三
が
日
・毎
月
の
一
日
・
防
災
週
間

期
間
中
（８
月
30
日
〜
９
月
５
日
）で
す
。 

        

１７１をダイヤルする 

例123‐456‐7890 

１ ２ 録
音 

再
生 

ガイダンス（操作案
内）に従って、録音
又は再生を選ぶ 

ガイダンスに従っ
て、被災地の方の電
話番号を入力する 

伝言に暗証番号を付ける
場合には、録音「３」再生
「４」を選びます 

○お問い合わせ等 

防災訓練の日（12/7）伝
言ダイヤルの説明をす
る、原まちづくり委員会の
藤谷良弘さん。解らない
事があったら同氏にお問
い合わせして下さい。
☎：000-000-0000 

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
…
平
成
19
年
７
月
16
日
に
発
生
し
た
、
新
潟
県

中
越
沖
地
震
で
は
６
万
１
千
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

地震や台風など大規模災

害が発生した際、安否など

の情報を音声により伝達

する「音声型伝言板サービ

ス」です。その利用法につ

いて説明します。 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
年
も
よ
ろ
し
く 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

志
津
南
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の
上
志
津

原
地
区
在
住
の
福
祉
委
員
一
同
か
ら
上
志
津

原
町
会
の
皆
様
に
、
ご
報
告
し
た
い
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
「
地
区
社

協
」と
略
し
ま
す
）
の
単
位
は
お
お
む
ね
中
学

校
区
で
編
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
志

津
原
は
中
志
津
、
志
津
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
と
共

に
志
津
南
地
区
社
協
の
地
域
と
し
て
活
動
し

て
き
ま
し
た
が
、
上
志
津
原
地
区
は
新
年
度

か
ら
分
離
・
独
立
す
る
方
向
で
、
現
在
手
続

き
を
進
め
て
い
ま
す
。 

             

こ
れ
は
９
月
に
敬
老
会
を
上
志
津
原
で
分

離
開
催
し
、
町
会
班
長
さ
ん
や
ま
ち
づ
く
り

委
員
の
皆
様
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
見
事
に

成
功
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、
上
志
津
原
在
住
の

福
祉
委
員
が
話
し
合
っ
て
、
日
常
の
活
動
も

上
志
津
原
は
上
志
津
原
単
位
で
行
い
た
い
、

と
地
区
社
協
に
申
し
出
て
、
佐
倉
市
社
会
福 

祉
協
議
会
に
要
望
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の

で
す
。
要
望
書
は
十
一
月
末
に
提
出
、
市
社

協
で
は
現
在
検
討
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

   

要
望
は
認
め
ら
れ
る
見
通
し
で
す
が
、

万
が
一
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

上
志
津
原
は
上
志
津
原
単
位
で
独
自
の
活

動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。
地
区
社
協
は
、

地
域
の
福
祉
は
地
域
で
、
と
い
う
理
念
に

基
づ
い
て
、
高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
、
障

害
者
福
祉
な
ど
各
分
野
に
つ
い
て
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
が
、
志
津
南
地
区
社
協

は
中
志
津
が
拠
点
に
な
る
こ
と
か
ら
各
事

業
が
中
志
津
を
中
心
に
行
わ
れ
、
上
志
津

原
の
方
々
に
と
っ
て
は
縁
遠
く
感
じ
る
印

象
が
ぬ
ぐ
え
ま
せ
ん
で
し
た
。 

原
ト
ピ
ア
で
森
の
茶
屋
を
や
っ
た
り
、
お

ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
に
声
を
掛
け
る
ふ
れ

あ
い
訪
問
や
、
学
校
で
行
わ
れ
る
ほ
の
ぼ
の

ラ
ン
チ
へ
の
お
誘
い
な
ど
、
上
志
津
原
の
方

も
決
し
て
無
縁
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

一
般
的
に
住
民
に
は
社
会
福
祉
協
議
会
が

な
に
を
や
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
い

う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
社
会
福
祉

協
議
会
の
活
動
も
上
志
津
原
の
地
域
福
祉

は
上
志
津
原
で
、
上
志
津
原
の
皆
ん
な
で
相

談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
こ
う
、
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。 

 

具
体
的
に
ど
う
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
く

か
に
つ
い
て
は
、
上
志
津
原
に
は
ど
う
い
う

活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
検
討

を
し
な
が
ら
準
備
中
で
す
が
、
今
日
は
と
り

あ
え
ず
皆
様
に
、
「
上
志
津
原
地
区
社
会
福

祉
協
議
会
が
誕
生
の
方
向
で
準
備
中
で
す
」

と
い
う
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

具
体
的
に
は
分
離
・
独
立
が
決
ま
っ
た
ら

さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
掛
け
を
し
て
い
き
ま
す

が
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
皆
様
の
、
今
後

ま
す
ま
す
の
ご
理
解
と
ご
協
力
、
活
動
へ
の

ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

（上
志
津
原
地
区
在
住
福
祉
委
員
一
同
） 

子供会バザー 
ご協力ありがとうございました 

 
子
ど
も
会
バ
ザ
ー
を
12

月
７
日

(

日)

に
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
、
初
の
試
み
で
は
ご
ざ
い
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
支
援

と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
く
の
商
品
を
店

頭
に
並
べ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
回
の
バ
ザ
ー
の
売
り
上
げ
は
２
万

１
千
円
で
、
目
標
で
あ
っ
た
２
万
円
を

超
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

こ
れ
も
地
域
の
方
々
の
ご
理
解
を
賜

る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
だ
と
思
い
ま

す
。 

 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
会
行
事
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

１
つ
「６
年
生
を
送
る
会
」と
な
り
ま 

し
た
。
つ
い
こ
の
間
、
新
入
生
を
迎
え

た
と
思
っ
た
ら
６
年
生
の
卒
業
が
目

の
前
に
迫
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

特
に
今
年
は
行
事
を
通
し
て
多
く

の
方
々
と
の
交
流
が
あ
り
、
子
供
た

ち
も
ま
た
、
多
く
の
方
々
に
温
か
く

見
守
っ
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
か
ら
も
よ
り
よ
い
環
境
の
中

で
元
気
良
く
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
地
域
で
あ
る
よ
う
に
、
子
ど

も
会
も
貢
献
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

子
供
会 

会
長 

渡
辺 

利
加 

「家では要らない品物なの

で寄付します」…バザーは

それを販売して公共資金

を集める慈善市です。今

回のバザーは子供会の活

動資金の為ですが、原に

定着すればもっと売り上げ

が上がるでしょう。“何しろ

安い！ 市価の何分の 1

～何十分の1ですから” 

「いらっしゃ～い」 

１０円 
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＊スタートは「ふれあいどおり部会」からでした 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ＊天狗巣病って何？ 説明する奈良さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊インタビューを受ける吉田さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ パソコン部会（パソコン塾） 
11/11、パソコン塾のＴＶ収録もされていまし
た。（放映はワンカットだけでしたが） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ イベント部会  

-餅つき大会開催- 
昨年 12 月 7 日（日）児童公園で、イベント部会
主催の餅つき大会が行われました。 
 
スタートはイベント部会の小父さん・お爺さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＊ねらいは子供達の餅つき体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「へェ～ お餅ってこうして作るんだぁ！」ビック
リ体験の「餅つき大会」だったようです。 

その番組は、佐倉市の市民協働事業に参

加している団体の、活動の様子を紹介するも

のでした。事業に参加しているのは６団体で、

うち２団体が詳細に紹介されました。 

２団体のひとつが「はら CoCo くらぶ」で、そ

の中から「ふれあいどおり部会」の活動の様子

が紹介されたという訳です。 
 

◆ ふれあいどおり部会  
収録から放映まで 

収録・・・11/17 に「天狗巣病」の切除作業を収

録しました。当日はケーブルネット296からカメ

ラマン２名と、佐倉市 自治人権推進課から２名

が立ち会いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
放映画像紹介・・・放映は 12/1～12/7。１週間

続いた特集番組でしたが、見損なった人も多

いと思いますので、改めて紹介します。 

尚、以下の写真は、番組ＤＶＤを「はらトピア」の

テレビで再生、その画面をデジカメで撮ったもの

です。白黒で字幕スーパーが見難いですがご容

赦下さい。（ＤＶＤは佐倉市 自治人権推進課 上

野主査からの提供） 
 
＊先ず、事業参加の６団体紹介（静止画像） 

 
 
 
 
 

特記事項・・・市民協働事業を推進するために立ち上

がった、上志津原のボランティア団体「はら CoCo くら

ぶ」の「ふれあいどおり部会」の活動が、テレビ（ケーブ

ルネット 296）で紹介されました。 

作業の収録風景 

インタビューを受ける高橋さん 

６団体紹介に「はらＣoＣo クラブ」から「パソコン
部会」が紹介されています。 
(下段中央は「パソコン塾」受講中の島田さん) 

さあ！作業現場へ出発 

切除作業中 

この間、他の団体の活動の様子を映しました
が、番組の締めくくり（ラストシーン）は、上志
津原に戻って下の映像でした。 

おもしろ～い！ 

「美味しい！」もち米
30㌔は、アッという間
に皆さんの胃袋に… 
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バ
ス
遠
足 

南
志
津
小
三
年 

本
名
優
理
香 

 
  

わ
た
し
は
11
月
17
日
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン

ド
に
行
き
ま
し
た
。 

 

楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

わ
た
し
が
と
く
に
お

も
し
ろ
か
っ
た
の
は
、

ト
ゥ
ー
ン
タ
ウ
ン
の
ジ
ェ

ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
で
す
。

す
ご
い
な
ら
ん
だ
け
ど
、

で
も
思
っ
て
た
よ
り
は

や
か
っ
た
の
で
お
も
し

ろ
か
っ
た
で
す
。 

 

そ
れ
と
わ
た
し
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
、
サ
イ
ン
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。 

 

さ
い
ご
に
お
み
や
げ
う
り
場
で
、
三
年
生

の
女
の
子
４
人
で
、
お
そ
ろ
い
の
人
形
を
買

っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

 

来
年
も
色
々
な
所
に
の
り
た
い
で
す
。 

 

パ
ソ
コ
ン
を
始
め
て 

 

清
水 

峰
子 

 

10
年
位
前
に
「パ
ソ
コ
ン
を
や
ろ
う
か
な

あ
」
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
は
ダ
ン
ス
（
ス
ク
エ
ア
）
も
や
り
始
め
た

ば
か
り
で
、
ダ
ン
ス
の
方
に
入
れ
込
ん
で
パ

ソ
コ
ン
の
方
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
一
寸
の
ぞ

い
て
み
た
だ
け
で
し
た
。 

去
年
の
盆
踊
り
の
日
に
、
「
パ
ソ
コ
ン
塾

が
始
ま
る
よ
」と
聞
き
ま
し
た
。
日
々
何
か

と
忙
し
い
私
で
し
た
が
、
心
の
中
に
は
「
パ

ソ
コ
ン
や
り
た
い
」
と
云
う
気
持
ち
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
「
い
つ
？
」
…
「
火
曜
日
？ 

空
い
て
る
！ 

チ
ャ
ン
ス
！
」と
思
っ
て
や
り

始
め
ま
し
た
。 

文
書
作
成
・
印
刷
・
メ
ー
ル
が
で
き
れ
ば
い

い
わ
、
と
思
っ
て
始
め
た
の
で
す
。
そ
れ
で
良

い
の
で
す
が
・
・
・
聞
け
ば
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

諸
々
、
数
知
れ
な
い
機
能
に
驚
く
こ
と
ば
か

り
で
す
。 

講
師
の
方
々

は
皆
優
し
く
、

親
切
丁
寧
、
堅

苦
し
く
な
く
、

和
気
藹
々
の
パ

ソ
コ
ン
塾
で
す
。

メ
カ
に
弱
い
私

で
す
が
、
何
回

も

復

習

し
て

細
々
長
々
続
け

ら
れ
た
ら
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

火
曜
日
の
パ
ソ
コ
ン
塾
が
楽
し
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。 

本
当
に
い
い
方
達
に
出
会
え
た
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

   

直
江
兼 か

ね

続 つ
ぐ

っ
て
ど
ん
な
人
？ 

Ｑ 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「天
地
人
」が
始
ま

っ
た
け
ど
、
主
役
の
直
江
兼
続
っ
て
有
名
な
人

な
の
？ 

Ａ 

関
が
原
の
戦
い
（
１
６
０
０
年
）
の
き
っ
か

け
と
な
っ
た
「
直
江
状
」
を
書
い
た
戦
国
武
将

と
い
っ
て
も
、
歴
史
好
き
の
人
以
外
は
知
ら
な

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

Ｑ 

具
体
的
に
ど
ん
な
事
を
し
た
人
な
の
？ 

Ａ 

兼
続
は
戦
国
時
代
後
期
の
１
５
６
０
年
に

今
の
新
潟
県
南
魚
沼
市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

上
杉
謙
信
と
武
田
信
玄
が
川
中
島
で
衝
突
を

繰
り
返
し
て
い
た
頃
で
す
。
幼
い
頃
か
ら
謙
信

の
養
子
、
上
杉
景
勝
と
共
に
教
育
を
受
け
、
景

勝
に
家
老
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。
大
阪
夏
の 

陣
（
１
６
１
５
年
）
を
経
て
、
徳
川
の
統
治
が

安
泰
と
な
っ
た
１
６
１
９
年
に
こ
の
世
を
去
っ

て
い
ま
す
。 

Ｑ 

な
ぜ
今
、
直
江
兼
続
な
ん
だ
ろ
う
。 

Ａ 

兼
続
は
謙
信
の
「
義
」
を
重
ん
じ
る
精

神
の
影
響
を
受
け
、
か
ぶ
と
に
「
愛
」
の
文
字

を
掲
げ
て
い
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
内
藤
慎
介
チ
ー
フ
プ
ロ
ジ
ュ
ー
サ

ー
は
、
ど
ん
な
時
も
民
や
故
郷
へ
の
愛
を
貫

き
、
実
直
に
生
き
た
人
物
と
と
ら
え
、
「そ
の

『
ま
っ
と
う
さ
』
ゆ
え
戦
国
時
代
に
特
異
な

存
在
感
を
発
揮
し
ま
し
た
。
利
益
追
求
に
ま 

い
進
す
る
現
代
社
会
の

我
々
に
も
鮮
烈
な
印
象
を

与
え
る
の
で
は
」
と
主
役
に

「
抜
て
き
」
し
た
理
由
を
話

し
て
い
ま
す
。 

 
 

    

ま
た
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
後
、

家
康
に
降
伏
し
た
上
杉
家

は
会
津
１
２
０
万
石
か
ら
米

沢
30
万
石
に
移
封
さ
れ
ま

す
。
大
幅
に
収
入
は
減
り

ま
し
た
が
家
臣
の
ク
ビ
を

切
る
こ
と
な
く
乗
り
切
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

「
派
遣
切
り
」
が
社
会
問
題
と
な
る
今
、
時
代

が
求
め
る
ヒ
ー
ロ
ー
像
な
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。 

Ｑ 

そ
う
い
え
ば
篤
姫
も
昨
年
の
大
河
ド
ラ

マ
で
知
っ
た
ん
だ
っ
た
。
あ
ま
り
有
名
で
な
い

人
が
続
い
て
る
よ
ね
。 

Ａ 

大
河
ド
ラ
マ
は
「
天
地
人
」
で
48
作
目
。

人
気
が
高
い
戦
国
時
代
や
幕
末
な
ど
の
主
な

歴
史
上
の
人
物
は
ホ
ボ
取
り
上
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
側
は
、
何
か
新
し
い
人
物
や

切
り
口
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
展
開
し
た
い
と
苦

心
し
て
い
る
よ
う
で
す
。 

 

一
方
、
我
が
地
域
の
偉
人
を
ド
ラ
マ
の
主

人
公
に
、
と
運
動
し
て
い
る
自
治
体
が
増
え
て

い
ま
す
。
兼
続
の
場
合
、
南
魚
沼
市
と
山
形
県

米
沢
市
な
ど
が
誘
致
活
動
を
始
め
て
か
ら

12
年
が
か
り
で
放
送
に
こ
ぎ
つ
け 

ま
し
た
。
そ
の
た
め
地
元
の
喜

び
は
ひ
と
し
お
の
よ
う
で
す
。 

 

▼
こ
の
記
事
は
１
月
19
日
の
毎
日
新
聞
朝
刊

か
ら
借
用
し
ま
し
た
。
兼
続
の
実
直
さ
『
ま

っ
と
う
さ
』
が
、
開
拓
一
世
の
方
の
生
き
様

に
重
な
り
、
あ
え
て
載
せ
る
事
に
し
ま
し
た
。 

 
 
 
            

 
 
 

…
広
報
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「原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」は
町
会
自
治
の
問

題
点
や
、
「は
ら
Co

Co
く
ら
ぶ
」の
設
立
な
ど
、

町
会
と
連
携
し
な
が
ら
諸
テ
ー
マ
に
取
り
組
ん

で
い
る
事
は
ご
承
知
の
事
と
思
い
ま
す
。 

そ
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
、
今
年
も
新
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
町
会
各
層
か
ら
、
様
々
な

人
材
が
来
て
頂
け
る
こ
と
を
熱
望
し
て
い
ま
す

の
で
、
「
こ
の
町
を
よ
り
楽
し
く
・
安
全
な
町
に

し
た
い
」
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
居
ら
れ
ま
し

た
ら
、
是
非
手
を
貸
し
て
下
さ
い
。
性
別
・年
齢

共
不
問
で
す
。 

※
定
例
会
…
毎
月
第
３
土
曜
19
時
〜 

※
連
絡
先
…
松
田 

肇
（☎ 000-000-0000

） 

２
月
末
ま
で
に
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
甚
で
す
。 

 
 
 

「原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」 

事
務
局 

  

 /

お
・知
・ら
・せ/

 
◆
転
入
…
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ 

吉
野
２
班 

久
野 

益
美
さ
ん 

８
月 

〃 
 
 

清
水 

光
治
さ
ん  

10
月 

大 

和 

台 

永
田 

秀
樹
さ
ん 

12
月 

５ 
 

組 

吾
妻 

武
人
さ
ん 

10
月 

〃 
  

藤
沢 

勝
志
さ
ん 

１
月 

さ
く
ら
台 

加
藤 

浩
樹
さ
ん 

12
月 

玉
木
１
班 

岡
下 

義
人
さ
ん 

12
月 

玉
木
２
班 

藤
井 

裕
隆
さ
ん 

10
月 

 ◆
転
出
…
さ
よ
う
な
ら
お
元
気
で 

７
・
８
組 

木
野
本
久
吉
さ
ん 

10
月 

東 
 

邦  

富
川 

一
幸
さ
ん 

８
月 

 ◆
子
供
会
廃
品
回
収
収
益
金 

・
８
月 

１
５
７
０
０
円 

・
９
月 

２
１
１
２
０
円 

・
10
月  

１
５
０
０
０
円 

・
11
月 

  

６
２
１
０
円 

で
し
た
。
ご
協
力
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 ◆
街
灯
の
玉
切
れ
に
つ
い
て 

球
切
れ
は
直
接
市
に
連
絡
す
る
の
で
は
な

く
班
長
さ
ん
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
町

会
の
街
灯
係
が
一
括
し
て
処
理
し
ま
す
。 

  ^

編
・集
・後
・記^ 

 原
の
皆
さ
ん
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

今
月
は
１
月
号
と
い
う
事
で
、
新
年
の
挨

拶
や
新
年
会
の
報
告
が
時
期
遅
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
編
集
を
急
ぎ
ま
し
た
が
、
皆
様
の

お
手
元
に
届
い
た
の
は
月
末
頃
で
し
ょ
う

か
・・・大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

さ
て
、
私
た
ち
広
報
係
も
後
３
ヶ
月
足
ら

ず
、
「上
志
津
原
た
よ
り
」の
編
集
も
３
月
号

の
み
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
ま
で
よ
り
情
報

を
お
届
け
出
来
る
よ
う
、
広
報
係
一
同
頑

張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
の
程
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。      

 
 
 

…
萬 


